
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施区域

事業体制

事業実施主体
【共創プラットフォーム】
藤沢市天神町AIオンデマンドバス実証共創プラットフォーム

【実施主体】神奈川中央交通株式会社
【共創パートナー】藤沢市（自治体）

神奈中タクシー株式会社（交通）
天神町自治会（地元自治会）

本事業は、官民共創型のプロジェクトとして、神奈川中央交
通と藤沢市、神奈中タクシー、天神町自治会が協働し、2024年
3月頃のオンデマンドバス実証実験開始を目指している。
現在運行しているバス路線の天神町循環線において、路線維

持の観点から輸送力の調整を実施することで、日中時間帯を中
心に空白時間帯が発生するため、当該時間帯にオンデマンドバ
スを運行し、地域特性に応じた交通サービスのあり方を模索す
るもの。

実証結果を受け、日中時間帯のオンデマンドバスによる運行
が、運行効率、地域の受容性の面から有効と判断された場合、
オンデマンド運行の継続やさらなる展開を積極的に検討する。
収益面においては、オンデマンドバス運行によるきめ細やか

な輸送の実現により、利便性向上という付加価値の創造につな
げることで、運賃収入以外の収入源について模索する。

藤沢市内の地域交通の1つである天神町循環線は、利用者が
朝夕に集中しているものの、日中時間帯の利用が極端に少ない
ため、長年に渡りバス路線の維持が課題。

藤沢市天神町AIオンデマンドバス実証の概要（神奈川県藤沢市）
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